
市民の宝 輝く瞳
賽
さい
の神

（荒川地区 藤沢）
藤沢では、年男の児童が点火の大役を任されるそう
です。参加者は竹竿に吊るしたスルメや餅を握りし
め、見事に燃え上がる藁

わら

や茅
かや

、古いしめ縄を見つめ
ながら、今年も無病息災であることを祈っていました。
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特　
　
　
　

集

村上体育館の管理・運営、事業実施を行うウェルネスむらかみ

指定管理者制度
　「指定管理者制度」とは、公の施設（福祉施設、産業振興施設、文化施設、スポーツ施設など）の管理・運営を、従
来の市外郭団体や公共的団体限定から民間事業者やＮＰＯ法人などにも委託先を広げた制度です。公の施設の管理・運
営に民間事業者等のノウハウを活用することで、市民サービスの向上と経費節減を図ることを目的としています。
　指定管理者制度の在り方については、本市議会においても常々熱い議論が交わされているところですが、市民の皆さ
んからもお問い合わせいただく「指定管理者制度」についてご紹介します。

Ｑ

Ｑ

利用料金が
高くなったり、
サービスが
低下したり
しませんか？

施設が
老朽化したり、
修繕が必要な
場合は？

Ｑ 指定期間は
どのくらい
ですか？

　　　　期間についての法令上の定めはな
く、各自治体が施設の目的や実情

に照らし合わせて適切な期間を定めます。
　村上市では、公募による指定管理の場合
は３年、限定指定の場合は５年、限定指定
のうち集落など一定地域の者に限って利用
される場合は10年を基準期間としています。

Ａ
　　　　所有者は市ですので、老朽化で大

規模な修繕が必要な場合は、市が
協定に基づき対処します。軽微な修繕は、
協定に基づいて指定管理者が対処します。

Ａ

もしも･･･いつまで

ちょっと、まって

　　　　施設の管理運営の基本的事項（開
館時間や利用料金の上限など）は

条例で定めます。指定管理者が勝手に利用
料金の値上げをしたり、サービスの内容を
変更したりはできません。毎年度終了後に
事業報告書の提出を求め、市が常に監視し、
点検をしています。

Ａ
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特　
　
　
　

集

外観がリニューアルされたイヨボヤ会館

お答えします！
Ｑ 指定管理者に

なる条件は
何ですか？

　　　　個人は認められませんが、株式会
社などの民間事業者やＮＰＯ法人

また、区の集会施設等は町内・集落など法
人格を持たない団体も認められます。

Ａ Ｑ 指定管理者は、
どのように
決められ
ますか？

　　　　市は広報紙やホームページ等で、
希望する団体を公募します。そし

て、公募してきた団体を市が設置する「指
定管理者選定委員会」で応募者から提出さ
れる事業計画書による書類審査と聞き取り
審査を行い、選定委員会の意見を踏まえて
市で指定管理者を決定し、議会の決議を経
て正式に指定管理者となります。

Ａ

だれでも

チェック!?

■指定管理の形態
　施設使用料などの収入と指定管理料の関係により、指定管理施設には３つの形態があります。

形　 態 施設の使用料 指定管理料 指定管理施設（一例） 指定管理者

委 託 料 型 市の収入
あり（一定の指
定管理料を支払
います。）

イヨボヤ会館
市民ふれあいセンター
クリエート村上　

（公財）イヨボヤの里開発公社
 　　　　　　　 〃
（公財）村上地域シルバー人材センター

利用料金型 指定管理者の収入 なし デイサービスセンター
穂波の里販売施設

村上市社会福祉協議会
とれたて野菜市かみはやし㈱

併 用 型 指定管理者の収入
あり（運営に掛
かる不足分の指
定管理料を支払
います。）

朝日みどりの里
笹川流れ夕日会館
あらかわゴルフ場
村上・神林・朝日地区
の各体育施設

㈱まほろば
㈲笹川流れ夕日会館
あらかわゴルフ場運営グループ
NPO法人総合型スポーツクラブウェル
ネスむらかみ、NPO法人希楽々、愛ラ
ンドあさひ

� （平成26年4月現在）
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一　

般　

質　

問　
⑴

1 5ペ
ー
ジ本間清人議員

１．市職員の接遇について
２．市民サービスの充実について
３．市所有バスの運行について

7 8ペ
ー
ジ長谷川　孝議員

１．�村上駅周辺まちづくりプラン基本
構想（案）について

２．定住自立圏構想について

13 11ページ鈴木いせ子議員
１．村上総合病院の建設時期について
２．希望が持てる農業対策について
３．村上市新ごみ処理場について

2 5ペ
ー
ジ片野鉄雄議員

１．市職員の接遇マナーについて
２．合併以前からの未解決問題について
３．政教分離の問題について
４．市域経済の活性化について

8 8ペ
ー
ジ小杉和也議員

１．外国人観光客への対応について
２．小中一貫教育について
３．バリアフリーについて

14 11ページ滝沢武司議員
１．�村上市の今後の組織機構と支所の
在り方について

２．市の文化財や施設の充実について
３．障がい者の支援について

3 6ペ
ー
ジ山田　勉議員

１．洋上風力発電について
２．�これから冬に向かっての除雪体制
について

9 9ペ
ー
ジ姫路　敏議員

１．予防医療などについて
２．村上市の経済と観光について
３．村上総合病院の新築移転について

15 12ページ大滝久志議員
１．自殺予防対策について
２．学校教育について

4 6ペ
ー
ジ尾形修平議員

１．�都市計画道路泉町羽黒町線の状況
について

２．空き家・空き地の現状について

10 9ペ
ー
ジ佐藤重陽議員

１．�市内の商店や商店街の振興育成に
ついて

16 12ページ冨樫宇栄一議員
１．地域活動の活性化について
２．社会教育活動について

17 13ページ川村敏晴議員
１．�市所有バスの新たな運行規程につ
いて

5 7ペ
ー
ジ渡辺　昌議員

１．�小・中学校と保育園の今後の在り
方について

２．子ども議会について

11 10ページ竹内喜代嗣議員
１．米価暴落への緊急対策について
２．村上市の地域医療の充実について

6 7ペ
ー
ジ板垣千代子議員

１．�仕事と介護の両立のための施策に
ついて

２．高齢者の難聴対策について

12 10ページ相馬エイ議員
１．村上駅周辺まちづくりについて
２．岩船沖洋上風力発電について

一般質問とは？
　一般質問は、議員が市長や教
育長など市当局に対し、広く市
政についての報告、説明を求め
るものです。
　定例会ごとに行われ、質問順
は抽選で決定しています。

　12月４日・５日・８日・９日の４日間の日程で行わ
れた一般質問に17人の議員が登壇しました。
　質問および答弁の要旨を掲載します。（質問順）
　※�全質問事項は以下のとおりです。なお、一般質問の原稿は、

質問者が作成したものを掲載しています。

市政を問う!! 17人が
一般質問
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片野　鉄雄 議員 本間　清人 議員

一　

般　

質　

問　
⑵

瀬
波
温
泉
ト
ン
ネ
ル
先
線
は

市
職
員
の
接
遇
は
ど
う
な
の
か

　
　

市
の
職
員
が
飲
酒
運
転
で
現
行
犯
逮

捕
さ
れ
懲
戒
免
職
と
な
っ
た
。
職
員
の
指

導
教
育
に
問
題
は
な
か
っ
た
か
。

	

違
反
を
起
こ
し
た
場
合
は
、
始
末
書

の
提
出
と
村
上
警
察
署
で
の
安
全
運
転
の

受
講
を
課
し
て
い
る
。

　
　

三
面
川
の
種
川
の
改
良
の
状
況
は
。

	

川
の
流
れ
を
良
く
す
る
た
め
、
九
州

大
学
大
学
院
の
教
授
か
ら
提
案
さ
れ
た
川

幅
を
狭
め
る
方
法
を
検
討
し
た
い
。

問答問答
　
　

村
上
市
の
職
員
の
接
遇
教
育
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

	

本
市
独
自
の
研
修
と
し
て
、
35
歳
以

下
の
約
１
８
０
人
を
対
象
に
、
24
年
度
は

外
部
講
師
を
招
き
電
話
で
の
対
応
を
中
心

に
し
た
接
遇
研
修
を
、
25
年
度
に
は
苦
情

対
応
研
修
を
実
施
し
た
。

　
　

村
上
市
に
は
接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど

は
あ
る
か
。

	

本
市
独
自
の
も
の
は
な
い
。
職
員
全

問答問答

　
　

５
月
に
種
川
の
取
水
口
部
に
民
間
の

人
が
無
償
で
岩
盤
ブ
ロ
ッ
ク
を
１
０
０
個

投
下
し
た
。
地
元
の
人
か
ら
「
種
川
の
水

が
き
れ
い
に
な
っ
た
」
と
の
話
を
聞
い
た

が
、
効
果
が
出
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

	

流
れ
を
改
良
し
た
こ
と
も
あ
り
、
岩

盤
ブ
ロ
ッ
ク
の
効
果
か
判
明
し
て
い
な
い
。

　
　

瀬
波
温
泉
ト
ン
ネ
ル
先
線
が
完
成
す

る
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

地
方
創
生
推
進
の
事
業
で
取
り
組
ん
で
は
。

問答問 員
が
同
じ
内
容
の
研
修
を
受
け
る
こ
と
が

な
い
た
め
、
同
じ
意
識
を
持
つ
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
市
の
現
状
に
即
し
た
独
自
の
接
遇

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
を
進
め
、
職
員

の
接
遇
能
力
向
上
に
つ
な
げ
る
よ
う
努
め

て
い
く
。

　
　

今
後
Ｓ
Ｎ
Ｓ（

注
）な
ど
の
導
入
等
は
考
え

て
い
る
か
。

	
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
基
本
的
に
登
録
し
て
い

問答

	

村
上
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
の

内
容
を
踏
ま
え
前
向
き
に
協
議
し
て
い
く
。

　
　

旧
村
上
町
の
町
内
で
、
神
社
や
無
住

答問 る
人
に
対
し
て
、
簡
単
に
情
報
発
信
で
き

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
反
面
、

誤
っ
た
情
報
や
不
適
切
な
発
言
が
イ
ン
タ

の
お
寺
を
集
会
所
に
し
て
い
る
町
内
が
か

な
り
あ
る
が
、
修
繕
等
す
る
場
合
に
市
の

助
成
制
度
を
適
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

	

宗
教
に
対
す
る
援
助
に
該
当
す
る
の

で
補
助
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

　
　

村
上
大
祭
の
「
発
輿
祭
」
に
市
長
は

個
人
的
立
場
と
し
て
参
加
で
き
な
い
か
。

	

村
上
市
長
と
し
て
関
わ
る
こ
と
に
な

り
誤
解
を
与
え
る
行
為
は
で
き
な
い
。

　
　

大
町
・
小
町
の
県
道
沿
線
住
民
の
同

意
が
得
ら
れ
る
拡
幅
案
で
県
の
街
路
事
業

を
導
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

	

「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
」
に
よ
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
在
り
方
や
整
備
手
法
等
を

き
ち
ん
と
整
理
し
て
進
め
た
い
。

答問答問答 ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら
全
世
界
に
向
け
て
発
信

さ
れ
た
場
合
、
大
き
な
問
題
と
な
る
と
い

う
リ
ス
ク
が
あ
る
。

　
　

学
校
な
ど
で
は
、
あ
い
さ
つ
運
動
な

ど
を
行
っ
て
あ
い
さ
つ
に
つ
い
て
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
市
職
員
の
あ
い
さ
つ
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

	

あ
い
さ
つ
は
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、

こ
と
あ
る
ご
と
に
職
員
に
対
し
て
徹
底
し

て
い
る
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
車
の
遠
距
離
の
利
用

に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
検
討
し
た
か
。

	

宿
泊
を
伴
う
遠
征
等
に
も
利
用
で
き

る
よ
う
、
運
行
規
程
の
見
直
し
を
行
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。

問答問答

未完成の「瀬波温泉トンネル先線」
（この先通り抜けできません）

福岡県筑後市の市独自の接遇マニュアル

（注）「ＳＮＳ」とは�  �「ソーシャル・ネットワーキング・サービス」の略。インターネット上で日記やメッセージ
などを公開し、友人・知人や共通の趣味を持つ人たちと繋がりを持つサービス。
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尾形　修平 議員 山田　勉 議員

一　

般　

質　

問　
⑶

泉
町
羽
黒
町
線
の
現
状
は

空
き
家
対
策
の
積
極
的
推
進
を

　
　

本
年
度
の
施
政
方
針
で
「
歴
史
ま
ち

づ
く
り
法
」
に
よ
り
整
備
を
進
め
る
と
、

都
市
計
画
道
路
の
変
更
・
廃
止
を
明
言
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
っ
た
か
。

	

大
町
・
小
町
地
区
の
住
民
の
方
と
説

明
会
お
よ
び
意
見
交
換
会
を
重
ね
て
お
り
、

過
去
の
経
緯
を
返
り
見
な
が
ら
本
市
の

「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
の
考
え

方
や
イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
説
明
さ
せ
て
い
た

問答

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

	

27
年
度
か
ら
「（
仮
称
）
歴
史
的
風

致
維
持
向
上
計
画
策
定
委
員
会
」
を
設
置

し
計
画
策
定
に
向
け
て
作
業
を
進
め
る
と

と
も
に
、
都
市
計
画
道
路
の
変
更
・
廃
止

の
作
業
も
併
せ
て
推
進
し
て
い
く
。

　
　

「
空
き
家
条
例
」
が
制
定
さ
れ
て
１

年
以
上
経
過
し
た
が
、
施
行
後
ど
の
よ
う

問答問

な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
か
。

	

現
在
、
市
民
の
方
か
ら
１
１
３
件
の

情
報
提
供
を
い
た
だ
き
、
そ
の
う
ち
37
件

答

に
つ
い
て
は
所
有
者
な
ど
に
対
応
し
て
い

た
だ
い
た
。
そ
の
う
ち
除
草
等
が
26
件
で
、

建
物
の
取
り
壊
し
は
11
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

空
き
家
バ
ン
ク
の
現
状
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

	

現
在
ま
で
11
件
の
成
約
が
あ
り
、
22

人
が
本
市
に
転
入
さ
れ
て
い
る
。

　
　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
に
は
、

あ
る
程
度
改
装
な
ど
も
必
要
と
聞
い
た
が
。

	

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
需
要
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
条
件
を
緩
和
し
た
い
。

問答問答

ノルウェーの洋上風力発電歴史まちづくり法による整備イメージ

洋
上
風
力
発
電
の
効
果
は

　
　

岩
船
沖
洋
上
風
力
発
電
推
進
委
員
会

が
組
織
さ
れ
大
勢
の
関
係
者
が
「
岩
船
沖

洋
上
風
力
発
電
の
導
入
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
べ
き
」
と
の
研
究
結
果
を
公
表

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
村
上
市
全
体
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
起
爆

剤
で
あ
り
、
大
き
く
村
上
市
が
変
わ
っ
て

い
く
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
か
ら
の

観
光
や
若
者
の
雇
用
に
つ
い
て
、
市
長
は

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
伺
う
。

問

	

日
本
で
初
め
て
の
一
般
海
域
で
の
大

規
模
な
洋
上
風
力
発
電
と
な
れ
ば
、
知
名

度
も
上
が
り
集
客
効
果
も
高
く
、
地
域
経

済
の
振
興
お
よ
び
観
光
に
大
き
く
結
び
つ

く
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
さ
ら
に
洋
上
風

力
発
電
の
変
電
所
お
よ
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

会
社
や
関
連
す
る
企
業
を
本
市
に
誘
致
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
新
た
な
雇
用
の
創

出
が
図
ら
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

こ
れ
か
ら
冬
に
向
か
っ
て
の
除
雪
体

答問

制
に
つ
い
て
、
特
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
世
帯
や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
世
帯
へ

の
対
応
が
非
常
に
困
難
を
極
め
て
い
る
状

況
に
あ
る
と
思
う
。
そ
こ
で
、
消
雪
パ
イ

プ
の
点
検
な
ど
こ
れ
か
ら
の
大
雪
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
伺
う
。
ま

た
、
あ
ら
か
わ
保
育
園
前
の
消
雪
パ
イ
プ

が
で
き
て
大
変
あ
り
が
た
い
が
、
で
き
れ

ば
坂
町
駅
前
ま
で
延
長
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
が
、
市
長
の
お
考
え
を
伺
う
。

	

消
雪
パ
イ
プ
の
点
検
は
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
従
っ
て
点
検
・
管
理
を
し
て
い
る
。

ま
た
通
学
路
に
対
す
る
除
雪
に
つ
い
て
は
、

通
学
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
、
例

年
ど
お
り
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
さ
ら

に
坂
町
駅
ま
で
の
消
雪
パ
イ
プ
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
引
き
続
き
工
事
を
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

答
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板垣千代子 議員 渡辺　昌 議員

考
え
て
い
る
。

　
　

高
齢
者
の
難
聴
対
策
に
つ
い
て
、
第

３
回
定
例
会
で
同
じ
事
項
で
質
問
し
た
が
、

そ
の
後
、
市
で
は
対
策
・
対
応
に
つ
い
て

現
在
ま
で
に
何
か
協
議
を
行
っ
た
か
。
協

議
が
行
わ
れ
て
い
た
ら
そ
の
内
容
を
教
え

て
ほ
し
い
。

	

本
市
の
対
応
と
し
て
は
、
健
康
診
査

や
保
健
師
の
家
庭
訪
問
の
際
な
ど
に
相
談

が
あ
っ
た
場
合
は
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、

聴
覚
障
が
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
補

聴
器
の
費
用
を
支
給
す
る
こ
と
も
行
っ
て

い
る
の
で
、
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。

問答

一　

般　

質　

問　
⑷

仕
事
と
介
護
の
両
立
に
支
援
を

　
　

厚
生
労
働
省
は
、
育
児
・
介
護
休
業

法
の
う
ち
介
護
休
業
の
規
定
を
見
直
す
検

討
を
始
め
た
と
聞
い
て
い
る
。
家
族
の
介

護
を
し
な
が
ら
働
く
人
や
、
介
護
の
た
め

に
離
職
し
た
経
験
を
持
つ
30
歳
以
上
の
男

女
を
対
象
に
実
態
調
査
を
す
る
こ
と
を
決

め
た
と
も
聞
い
て
い
る
。
国
で
も
、
本
市

で
も
利
用
し
や
す
い
制
度
へ
の
見
直
し
が

必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
休
業
に
伴
う
社

員
（
職
員
）
の
収
入
減
少
も
取
得
率
低
迷

問

の
要
因
の
一
つ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
老
親
の
介
護
を
す
る
社
員
（
職

員
）
が
さ
ら
に
増
え
て
い
く
と
予
想
さ
れ

て
い
る
今
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
の
た
め

の
施
策
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
市
の
対

応
を
伺
う
。

	

今
後
、
介
護
を
す
る
雇
用
者
が
増
え

て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
さ
ら

に
使
い
や
す
い
制
度
と
な
る
よ
う
見
直
し

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か

答

し
な
が
ら
、
一
自
治
体
で
解
決
で
き
る
問

題
で
は
な
い
の
で
、
全
国
市
長
会
な
ど
を

通
し
て
、
国
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と

保
育
園
の
統
合
を
早
急
に

子
ど
も
議
会
の
開
催
を

　
　

小
・
中
学
校
望
ま
し
い
教
育
環
境
整

備
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
が
、
今
後

の
審
議
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

	

国
が
26
年
の
秋
を
め
ど
に
学
校
統
廃

合
に
関
す
る
指
針
を
約
60
年
ぶ
り
に
見
直

す
と
い
う
情
報
が
あ
り
、
今
後
示
さ
れ
る

国
の
指
針
を
確
認
し
な
が
ら
審
議
を
し
て

い
く
。
27
年
度
中
に
答
申
が
で
き
る
よ
う

審
議
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
　

本
市
初
の
公
設
民
営
の
保
育
園
と
し

問答問

て
４
月
に
開
園
し
た
あ
ら
か
わ
保
育
園
は
、

保
護
者
な
ど
か
ら
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ

て
い
る
か
。

	

大
変
活
気
が
あ
り
、
か
つ
特
色
あ
る

保
育
が
実
現
さ
れ
て
お
り
、
保
護
者
か
ら

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
の

保
育
園
運
営
の
在
り
方
に
向
け
、
良
い
モ

デ
ル
と
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　
　

25
年
度
に
策
定
の
村
上
市
保
育
園
等

施
設
整
備
計
画
の
中
で
、
早
急
に
統
廃
合

答問

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
と
し
て

朝
日
地
区
の
保
育
園
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
後
の
状
況
は
。

	

定
員
を
大
き
く
下
回
り
混
合
保
育
を

行
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
保
育
園
に
つ

い
て
、
発
達
段
階
に
合
わ
せ
た
保
育
環
境

の
確
保
の
た
め
、
今
後
関
係
者
や
地
域
住

民
に
説
明
を
し
、
段
階
的
に
統
廃
合
を
行

う
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

　
　

子
ど
も
議
会
を
開
催
す
る
自
治
体
が

増
え
て
い
る
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
郷
土
へ
の
愛
着
や
市
民
と
し
て
の
意
識

を
育
む
た
め
、
子
ど
も
議
会
の
開
催
を
提

案
す
る
が
、
い
か
が
か
。

	

子
ど
も
た
ち
の
声
を
聴
く
機
会
を
設

け
る
こ
と
に
賛
同
す
る
が
、
明
確
な
目
的

と
具
体
的
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、
市
全

体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

答問答

見附市の子ども議会の様子
（見附市ホームページより）

運転者を守る「聴覚障害者マーク」
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小杉　和也 議員 長谷川　孝 議員

一　

般　

質　

問　
⑸

外
国
人
観
光
客
を
誘
致
せ
よ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
進
め
よ

　
　

市
政
ク
ラ
ブ
で
視
察
に
行
っ
た
岐
阜

県
高
山
市
で
は
、
多
く
の
言
語
の
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
、
外
国
人
観
光
客
誘

致
に
成
功
し
て
い
る
。
村
上
市
も
交
流
人

口
を
増
や
す
た
め
に
、
多
言
語
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
作
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

	

27
年
度
に
観
光
協
会
と
連
携
し
て
作

り
あ
げ
る
。

　
　

高
山
市
で
は
外
国
人
観
光
客
が
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
情
報
収
集
を
し
て

問答問

い
た
。
村
上
市
も
観
光
協
会
の
「
村
上
旅

な
び
」
と
い
う
ア
プ
リ
と
連
携
し
て
多
言

語
ペ
ー
ジ
を
作
り
、
看
板
な
ど
の
サ
イ
ン

は
目
線
に
合
わ
せ
た
も
の
を
作
り
、
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド（

注
）の

利
用
も
考
え
て
は
ど
う
か
。

	

外
国
人
観
光
客
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
情
報
収
集
を
重
宝
が
っ
て
お
り
、
有

効
な
手
段
な
の
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

高
山
市
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
る
。
村
上
市
で
も
、

答問

	

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
必
要
不

可
欠
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
順
次
計

画
的
に
洋
式
化
を
進
め
て
い
く
。

　
　

体
育
施
設
は
生
涯
学
習
の
場
だ
け
で

な
く
、
災
害
時
の
避
難
所
に
も
な
る
の
で
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
進
め
る
べ
き
だ
。
洋
式

ト
イ
レ
の
衛
生
面
も
考
え
、
便
座
ク
リ
ー

ナ
ー
の
設
置
も
考
え
て
は
ど
う
か
。

	

ト
イ
レ
は
清
潔
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
便
座
ク
リ
ー
ナ
ー
は
必
要
だ
と

思
う
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
先

進
的
な
事
例
に
な
ら
い
、
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
く
。

答問答

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
進
め
る
た
め
に
、
体
育

施
設
や
観
光
施
設
の
ト
イ
レ
を
和
式
か
ら

洋
式
へ
改
修
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

100ページにおよぶ村上駅周辺
まちづくりプラン（基本構想）

多くの言語のパンフレットがある高山市

勢
の
変
化
の
激
し
さ
で
苦
慮
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
、
３
月
末
ま
で
に
開
院
時
期
を

含
め
返
事
を
い
た
だ
く
こ
と
な
っ
た
。

　
　

開
院
時
期
が
決
ま
ら
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
駅
東
西
連
絡
通
路
（
橋
上
駅
化
し
な

け
れ
ば
、
Ｊ
Ｒ
と
し
て
連
絡
通
路
を
認
め

な
い
）
を
先
行
し
て
整
備
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

	

東
西
連
絡
通
路
に
限
ら
ず
、
各
施
策

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
点
で
の
本

市
の
財
政
状
況
、
社
会
情
勢
を
考
慮
し
、

実
施
の
可
否
、
実
施
時
期
、
施
策
の
詳
細

部
分
、
活
用
で
き
る
国
・
県
の
支
援
事
業

等
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問答

村
上
総
合
病
院
移
転
は
ど
う
な
る

　
　

11
月
27
日
の
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、

去
る
10
月
31
日
に
新
潟
県
厚
生
連
の
理
事

長
が
来
庁
さ
れ
、
村
上
総
合
病
院
の
新
築

移
転
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
「
今
年
２
月

に
訪
問
し
た
と
き
に
は
、
今
年
秋
に
は
、

新
築
移
転
に
か
か
る
３
カ
年
計
画
や
財
政

計
画
に
つ
い
て
お
示
し
で
き
る
と
思
う
、

と
お
伝
え
た
が
、
現
在
も
調
整
段
階
で
あ

り
、
計
画
等
の
決
定
時
期
が
当
初
予
定
し

て
い
た
時
期
よ
り
遅
れ
て
い
る
た
め
、
し

問

ば
ら
く
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。
新
築
移
転
計
画
が
決
定
し

な
い
状
況
の
中
で
、
病
院
跡
地
に
つ
い
て

は
村
上
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
基
本

構
想
（
案
）
で
、
子
ど
も
・
子
育
て
総
合

支
援
施
設
を
メ
ー
ン
に
、
村
上
駅
で
は
、

橋
上
駅
舎
、
駅
東
西
連
絡
通
路
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。
新
築
移
転
地
は
全
て
が
民
間

の
土
地
だ
が
、
１
年
以
上
話
し
合
い
が
行

わ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

ど
の
よ
う
な
形
で
計
画
が
煮
詰
ま
り
、

計
画
決
定
期
限
は
設
定
し
な
い
の
か
。

	

厚
生
連
の
理
事
長
か
ら
は
、
社
会
情

答

（注）「ＱＲコード」とは　�バーコードが進化した２次元コードの一種で、スマートフォン等で読み取る
ことで簡単にサイトにアクセスすることなどができます。
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姫路　敏 議員佐藤　重陽 議員

一　

般　

質　

問　
⑹

人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
助
成
を

　
　

本
年
第
２
回
定
例
会
一
般
質
問
で
、

私
か
ら
市
長
へ
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
料
の

助
成
制
度
を
確
立
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

要
望
し
た
。
そ
の
時
の
答
弁
で
は
、「
山

北
町
時
代
に
は
実
施
し
て
い
た
が
、
市
町

村
合
併
を
機
に
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
検

診
を
し
て
病
気
を
早
期
に
発
見
し
治
療
し

て
い
く
こ
と
は
、
医
療
費
を
減
ら
す
こ
と

に
も
つ
な
が
り
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ

と
に
も
な
る
の
で
、
人
間
ド
ッ
ク
推
進
は

問

大
変
有
意
義
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

保
健
医
療
課
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
上
で
、

体
制
を
整
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
答

弁
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
来
年
度
事
業
か

ら
人
間
ド
ッ
ク
助
成
金
制
度
を
実
施
す
る

と
解
釈
し
て
い
て
よ
い
の
か
。

	

そ
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
結
構
だ
が
、

も
し
来
年
度
事
業
と
し
て
実
施
で
き
な
く

て
も
、
必
要
な
事
業
だ
と
感
じ
て
い
る
の

で
何
ら
か
の
形
で
取
り
組
む
。

答

　
　

村
上
市
で
は
人
工
透
析
患
者
が
年
々

増
加
し
、
25
年
度
で
１
３
６
人
と
な
っ
て

い
る
。
透
析
患
者
は
各
病
院
単
位
で
腎
友

問

会
を
立
ち
上
げ
、
患
者
同
士
が
支
え
合
い

な
が
ら
、
よ
り
良
い
環
境
の
中
で
、
透
析

治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
活
動
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
通
院
交
通
費
助
成
の
要
望

が
平
成
21
年
７
月
に
出
さ
れ
て
い
る
が
、

未
だ
実
現
に
至
っ
て
い
な
い
。
新
発
田
市

や
胎
内
市
で
は
制
度
化
さ
れ
て
い
る
。
な

ぜ
村
上
市
だ
け
が
制
度
導
入
を
行
わ
な
い

の
か
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

	

以
前
に
そ
の
話
を
い
た
だ
い
た
が
、

内
容
を
精
査
し
た
上
で
再
度
検
討
し
た
い

と
思
う
。

答

商
店
や
商
店
街
の
振
興
育
成
を

　
　

市
内
の
商
店
数
が
、
こ
こ
30
年
く
ら

い
の
間
に
激
減
し
て
い
る
。
残
念
な
こ
と

に
町
内
・
集
落
で
営
ん
で
い
た
小
売
店
を

中
心
に
閉
店
・
廃
業
が
増
え
た
も
の
と
考

え
る
。
郊
外
に
進
出
し
た
商
業
施
設
や
市

街
地
に
開
店
し
た
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
あ
お

り
を
受
け
、
ま
た
、
商
店
主
が
高
齢
化
し
、

後
継
者
が
い
な
い
こ
と
が
大
き
な
要
因
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
消
費
者
の
購

買
行
動
の
変
化
も
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て

問

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
車
を
自
由
に
使

え
る
方
た
ち
は
高
速
道
路
な
ど
道
路
整
備

が
進
み
、
買
物
や
食
事
な
ど
に
出
か
け
る

範
囲
が
遠
方
ま
で
広
が
っ
た
。
若
い
人
た

ち
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
に
よ
り
、

自
宅
に
居
な
が
ら
買
物
の
距
離
・
幅
を
広

げ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
所
に
小
売
店
が

な
く
な
る
こ
と
で
、
お
年
寄
り
を
は
じ
め

と
し
た
交
通
弱
者
や
Ｉ
Ｔ
を
活
用
で
き
な

い
方
々
の
日
常
生
活
に
不
便
を
き
た
し
て

い
る
。
市
内
に
空
き
店
舗
・
空
き
家
が
増

え
多
く
点
在
す
る
の
も
、
こ
れ
ら
が
原
因

に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
お
店
を
閉
店

・
廃
業
し
た
こ
と
で
市
外
へ
住
む
子
ど
も

た
ち
の
所
へ
移
住
せ
ざ
る
得
な
い
方
々
。

高
齢
を
迎
え
た
こ
と
で
市
外
へ
住
む
子
ど

も
た
ち
の
所
へ
移
住
せ
ざ
る
を
得
な
い
方

々
。
人
口
減
少
が
地
域
の
存
続
に
ま
で
影

響
す
る
と
心
配
さ
れ
る
昨
今
で
あ
る
。
人

口
減
少
を
食
い
止
め
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

商
業
振
興
に
対
す
る
村
上
市
と
し
て
独
自

の
施
策
を
導
入
す
べ
き
と
考
え
市
長
に
お

尋
ね
す
る
。

	

商
店
お
よ
び
商
店
街
が
衰
退
に
至
っ

た
主
な
原
因
に
つ
い
て
、
指
摘
の
部
分
も

含
め
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
取
り
組
む

べ
き
施
策
の
優
先
度
等
を
検
証
し
、
制
度

導
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

答

27年度から予定
「人間ドック費用助成」のお知らせ

各地に広がる空き店舗・空き家

平成27年２月15日発行　第34号
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相馬　エイ 議員 竹内喜代嗣 議員

一　

般　

質　

問　
⑺

急
ぐ
な
、
駅
周
辺
大
型
開
発

急
ぐ
な
、
岩
船
沖
洋
上
風
力
発
電

　
　

新
潟
県
厚
生
連
の
理
事
長
が
来
庁
さ

れ
、「
村
上
総
合
病
院
の
新
築
移
転
計
画

は
、
も
う
し
ば
ら
く
時
間
を
い
た
だ
き
た

い
」
と
計
画
の
進
捗
は
未
定
で
あ
る
。
そ

れ
な
の
に
、
村
上
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
プ

ラ
ン
（
素
案
事
業
費
約
１
０
０
億
円
）
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、
12
月
18
日
か

ら
１
月
７
日
ま
で
の
年
末
年
始
の
短
期
間

に
行
わ
れ
る
た
め
市
民
の
声
が
届
き
に
く

く
、
つ
ま
り
上
意
下
達
の
や
り
方
で
急
い

問

で
い
る
。
村
上
総
合
病
院
へ
の
支
援
金
は
、

土
地
代
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
建
設
費
含
め

て
20
億
円
と
言
っ
て
い
る
。
駅
周
辺
大
型

開
発
事
業
が
目
的
な
の
で
は
。
一
番
喜
ぶ

の
は
、
合
併
前
に
駅
周
辺
開
発
プ
ラ
ン
を

作
っ
た
駅
西
の
開
発
事
業
者
で
は
な
い
か
。

	

市
と
し
て
基
本
構
想
を
示
し
、
財
政

事
情
を
勘
案
し
、
社
会
状
況
を
把
握
し
て
、

き
ち
ん
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
持
つ

の
は
大
事
だ
。

答

　
　

美
し
い
日
本
海
、
夕
日
の
素
晴
ら
し

い
日
本
海
は
、
海
に
関
係
す
る
人
た
ち
だ

け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
海
面
か
ら

問

90
メ
ー
ト
ル
、
羽
根
の
長
さ
が
60
メ
ー
ト

ル
、
お
城
山
よ
り
高
い
洋
上
風
力
発
電
機

が
40
～
50
基
日
本
海
に
並
ぼ
う
と
し
て
い

る
。
鮭
の
来
る
ま
ち
に
、
野
鳥
に
、
地
産

地
消
に
影
響
は
な
い
の
か
。

　

村
上
市
は
、
日
本
初
の
一
般
海
域
に
お

け
る
大
規
模
洋
上
風
力
発
電
で
あ
る
と
飛

び
つ
い
て
い
る
が
、
民
間
が
や
る
事
業
で

あ
り
、
市
民
が
不
安
や
疑
問
を
持
ち
、
よ

く
理
解
し
て
い
な
い
の
に
そ
れ
行
け
ド
ン

ド
ン
と
な
ぜ
急
ぐ
の
か
。

	

そ
ん
な
に
急
い
で
い
る
と
は
思
っ
て

い
な
い
。
昨
年
６
月
こ
ろ
か
ら
関
係
す
る

人
た
ち
に
は
説
明
を
し
て
き
た
。

答

	

国
や
県
に
、
村
上
総
合
病
院
の
新
築

も
含
め
、
地
域
医
療
向
上
の
た
め
、
引
き

続
き
支
援
や
協
力
を
要
望
す
る
。

　
　

安
倍
自
公
政
権
が
今
や
っ
て
い
る
こ

と
は
、
余
剰
米
を
備
蓄
米
に
回
し
、
備
蓄

古
古
米
を
飼
料
米
に
す
べ
き
と
こ
ろ
を
輸

入
米
価
格
の
７
千
円
ラ
イ
ン
に
誘
導
し
て

い
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
農
政
の
ど
こ
が
米
価
下
落
に
対
応

す
る
政
策
な
の
か
伺
う
。

	

今
年
産
米
の
米
価
下
落
の
理
由
の
一

つ
に
、
全
国
の
主
食
用
米
の
在
庫
量
が
多

い
こ
と
で
、
今
回
の
米
価
下
落
が
発
生
し

た
と
推
察
さ
れ
る
。
動
向
に
注
視
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

答問答

命
と
暮
ら
し
を
守
る
市
政
に

　
　

村
上
総
合
病
院
の
新
築
が
進
展
し
な

い
の
は
、
政
府
の
規
制
改
革
会
議
が
単
協

（
農
協
）・
連
合
会
の
株
式
会
社
化
と
厚
生

連
病
院
の
社
会
医
療
法
人
な
ど
へ
の
転
換

を
強
く
迫
っ
て
い
る
こ
と
が
根
底
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

	

「
厚
生
連
や
医
療
を
取
り
巻
く
情
勢
が

変
化
し
、
厳
し
い
状
況
で
あ
る
」
と
の
話

は
あ
っ
た
が
、
規
制
改
革
会
議
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
と
い
う
話
は
、
聞
い
て
い

問答

な
い
。

　
　

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
達
す

る
２
０
２
５
年
ま
で
に
村
上
の
医
療
や
介

護
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
で
は
地
域
医
療
の
崩
壊
を
招
く
の
で
は

な
い
か
。

	

在
宅
医
療
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
体
制
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

　
　

村
上
総
合
病
院
の
新
築
を
進
め
る
た

問答問

め
に
、
市
有
地
を
提
供
す
る
こ
と
や
、
国

や
県
に
支
援
を
要
請
す
る
こ
と
な
ど
再
検

討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

老朽化が進む村上総合病院崇高な自然から何を学ぶのか
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鈴木いせ子 議員滝沢　武司 議員

一　

般　

質　

問　
⑻

い
つ
に
な
る
病
院
建
設
は

減
収
し
た
稲
作
の
対
策
は

　
　

厚
生
連
で
は
「
農
林
水
産
省
か
ら
の

許
可
が
９
月
に
は
下
り
る
の
で
、
そ
れ
を

待
っ
て
村
上
総
合
病
院
の
建
設
計
画
を
27

・
28
・
29
年
の
い
ず
れ
に
入
れ
る
か
検
討

す
る
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
許
可
は

下
り
た
の
か
。

	

10
月
31
日
に
厚
生
連
の
理
事
長
が
来

庁
し
、「
秋
ご
ろ
に
は
、
村
上
総
合
病
院

に
か
か
る
３
カ
年
計
画
や
財
務
計
画
に
つ

い
て
お
示
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う

問答

と
お
伝
え
し
た
が
、
現
在
も
調
整
段
階
で

あ
り
、
計
画
等
の
決
定
時
期
が
当
初
予
定

し
て
い
た
よ
り
も
遅
れ
て
い
る
た
め
、
も

う
し
ば
ら
く
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
」
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
村
上
総
合

病
院
の
新
築
移
転
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
は
厚
生
連
内
部
の
機
関
決
定
の
時
間
を

考
え
る
と
、
公
表
は
来
年
３
月
下
旬
こ
ろ

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　

26
年
産
の
収
入
減
少
影
響
緩
和
（
ナ

問

っ
て
い
る
が
、
今
般
の
米
価
下
落
を
受
け

て
、
国
と
し
て
も
交
付
時
期
を
１
カ
月
前

倒
し
す
る
意
向
で
あ
る
。

　
　

農
業
の
担
い
手
が
夢
を
抱
け
る
対
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

	

人
・
農
地
プ
ラ
ン
や
農
地
中
間
管
理

事
業
を
活
用
し
た
担
い
手
の
育
成
・
確
保

を
一
層
推
進
す
る
。

　
　

新
ご
み
処
理
場
の
建
設
経
過
と
今
後

の
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

	

本
年
11
月
４
日
に
は
焼
却
炉
の
火
入

れ
式
を
行
い
、
11
月
12
日
か
ら
は
新
施
設

で
ご
み
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
、
27
年
３

月
23
日
に
は
本
稼
働
の
予
定
で
す
。

問答問答

各
支
所
の
機
能
強
化
を
願
う

　
　

合
併
後
、
市
役
所
の
組
織
機
構
は
ど

の
よ
う
に
改
編
さ
れ
て
き
た
か
。

	

組
織
再
編
計
画
に
基
づ
い
て
組
織
の

簡
素
化
を
図
り
、
合
併
時
の
部
課
長
制
、

23
年
度
の
部
廃
止
、
今
年
度
の
支
所
２
課

制
等
を
は
じ
め
、
業
務
の
集
約
や
業
務
見

直
し
で
の
効
率
化
を
図
っ
て
き
た
。

　
　

現
在
、
職
員
の
条
例
定
数
は
９
０
３

人
、
現
員
数
７
９
０
人
。
な
ぜ
こ
の
よ
う

に
定
数
と
現
員
数
が
違
う
の
か
伺
う
。

問答問

	

22
年
の
定
数
改
定
で
設
定
し
た
定
数

で
３
〜
４
年
経
過
し
て
い
る
の
で
見
直
し

の
必
要
も
あ
る
か
な
と
考
え
る
。

　
　

支
所
の
役
割
で
、
地
区
民
か
ら
ど
の

よ
う
な
意
見
や
要
望
を
聞
い
て
い
る
か
。

	

支
所
の
組
織
や
規
模
が
縮
小
し
、
住

民
へ
の
き
め
細
か
な
対
応
が
薄
れ
て
き
て

い
る
。
多
様
な
二
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
今
後
も
体
制
整
備
を
図
っ
て
ほ
し
い

等
の
意
見
や
要
望
を
聞
い
て
い
る
。

答問答

　
　

支
所
の
機
能
強
化
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

	

職
員
の
資
質
や
能
力
向
上
の
研
修
を

問答

通
し
て
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、

将
来
を
見
通
し
た
施
策
を
構
築
で
き
る
職

員
の
育
成
に
努
め
た
い
と
考
え
る
。

　
　

支
所
の
大
切
な
役
割
や
来
年
度
か
ら

始
ま
る
介
護
制
度
の
改
革
や
福
祉
関
係
で

の
地
区
民
対
応
や
つ
な
が
り
を
考
え
、
今

の
２
課
体
制
に
は
高
齢
者
へ
の
対
応
が
重

要
で
あ
る
と
思
う
が
、
今
後
の
支
所
組
織

の
強
化
を
伺
う
。

	

各
地
区
の
介
護
や
福
祉
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

等
と
関
連
し
、
旧
町
村
と
同
様
ま
で
は
期

待
で
き
な
い
が
、
柔
軟
な
住
民
対
応
が
可

能
と
な
る
よ
う
職
員
の
連
携
を
強
め
た
い
。

問答

ラ
シ
）
対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

	

例
年
４
月
申
請
翌
年
６
月
交
付
と
な

答

ＪＡにいがた岩船の
カントリーエレベーター（朝日地区）

地区民の生活に直結する支所の役割（荒川支所）
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冨樫宇栄一 議員 大滝　久志 議員

一　

般　

質　

問　
⑼

地
域
活
動
の
Ｐ
Ｒ
を

社
会
教
育
活
動
の
推
進
を

　
　

各
町
内
・
集
落
や
自
主
防
災
組
織
な

ど
の
活
動
に
対
す
る
指
導
や
助
言
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

	

本
年
度
は
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に

重
点
を
置
き
、
防
災
士
養
成
講
座
の
開
催

や
出
前
講
座
、
自
主
防
災
セ
ミ
ナ
ー
等
を

開
催
し
た
。
今
後
も
、
活
動
事
例
等
を
紹

介
す
る
機
会
な
ど
を
作
っ
て
い
く
。

　
　

町
内
・
集
落
で
す
ば
ら
し
い
取
り
組

み
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
市
は
地

問答問

域
の
活
動
の
把
握
に
努
め
、
先
進
事
例
等

を
他
地
区
に
も
広
め
る
取
り
組
み
に
力
を

入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

	

定
例
的
な
区
長
会
議
等
は
開
催
し
て

い
な
い
が
、
他
地
域
に
も
参
考
に
な
る
取

り
組
み
等
は
機
会
を
見
て
紹
介
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

　
　

本
市
も「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
」

を
定
め
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
づ
く
り

活
動
を
進
め
て
い
る
が
、
総
合
型
ス
ポ
ー

答問

ツ
ク
ラ
ブ
や
体
育
協
会
に
依
存
す
る
傾
向

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど

を
企
画
・
指
導
す
る
「
社
会
教
育
主
事
」

を
専
門
職
と
し
、
長
期
的
・
系
統
的
に
取

り
組
め
る
体
制
が
必
要
で
は
な
い
か
。

	

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
市
内
全

５
地
区
に
設
立
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
に
依

存
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能

や
専
門
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
本
市
の
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

社
会
教
育
を
進
め
る
た
め
に
は
長
期
的

に
専
門
性
を
持
つ
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、

市
長
部
局
と
相
談
し
な
が
ら
少
し
で
も
ご

指
摘
に
近
づ
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

答

	

道
徳
教
育
は
、
各
教
科
に
お
け
る
道

徳
教
育
と
、
こ
れ
と
関
連
さ
せ
計
画
的
・

発
展
的
に
指
導
し
て
補
充
・
深
化
・
統
合

し
て
い
く
要
と
し
て
の
道
徳
の
時
間
が
相

ま
っ
て
道
徳
価
値
の
自
覚
を
促
し
、
人
間

の
生
き
方
を
自
覚
さ
せ
、「
道
徳
的
実
践

力
」
を
育
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
い

う
意
味
で
、
い
じ
め
防
止
に
向
け
た
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
教
育
活
動
の
一
つ
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答

自
殺
予
防
対
策
の
強
化
を

　
　

10
年
こ
ろ
か
ら
日
本
に
お
い
て
自
殺

者
数
が
３
万
人
を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
自

殺
対
策
基
本
法
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
を

受
け
て
今
年
６
月
「
村
上
市
民
の
命
の
大

切
さ
と
心
の
絆
を
深
め
る
条
例
」
を
制
定

し
た
が
、
そ
の
後
の
具
体
的
な
予
防
計
画

は
で
き
た
か
。

	

条
例
制
定
を
受
け
、
８
月
に
自
殺
予

防
対
策
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
、
こ
れ

ま
で
３
回
委
員
会
を
開
催
し
て
い
る
。
来

問答

年
３
月
ま
で
に
自
殺
予
防
対
策
行
動
計
画

を
策
定
し
、
27
年
度
か
ら
こ
の
行
動
計
画

に
基
づ
き
、
順
次
、
啓
発
事
業
を
含
め
事

業
展
開
を
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
相
談

体
制
や
啓
発
の
充
実
な
ど
関
係
機
関
と
の

一
層
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
総
合
的
に

推
進
し
て
い
く
。

　
　

国
策
と
し
て
経
済
再
生
と
並
ぶ
最
重

要
課
題
と
し
て
「
教
育
再
生
」
を
掲
げ
て

い
る
。
戦
後
教
育
の
大
転
換
で
あ
る
。
そ

問

れ
は
「
道
徳
教
育
の
教
科
化
」「
教
育
委

員
会
制
度
の
改
正
」
で
あ
る
。
道
徳
教
育

で
い
じ
め
は
防
止
で
き
る
か
。

活発な地域イベント
「清流あらかわさくらつつみウォーク」（荒川地区）

市内小学校で使用されている道徳の教科書

平成27年２月15日発行　第34号
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川村　敏晴 議員

一　

般　

質　

問　
⑽

総
合
型
ク
ラ
ブ
に
専
用
バ
ス
配
備

　
　

市
所
有
バ
ス
の
新
た
な
運
行
規
程
の

公
表
時
期
と
周
知
方
法
は
。

	

27
年
４
月
１
日
に
新
た
に
定
め
、
不

利
益
を
被
る
方
々
に
は
事
前
に
連
絡
し
、

市
民
に
は
２
月
こ
ろ
広
報
に
て
周
知
す
る
。

　
　

新
し
い
運
行
規
程
に
よ
り
利
用
が
で

き
な
く
な
る
団
体
に
対
し
て
、
そ
の
対
処

方
法
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

	

こ
れ
ま
で
の
利
用
実
態
、
公
益
性
、

事
務
効
果
等
に
配
慮
し
て
、
極
力
支
障
が

問答問答

な
い
よ
う
な
対
応
措
置
を
講
じ
る
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
が
試
合
で
遠

征
す
る
場
合
な
ど
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
支
援
を
す
る
の
か
。

	

活
動
支
援
の
補
助
金
を
交
付
す
る
こ

と
で
対
応
し
た
い
。

　
　

全
て
の
活
動
を
支
援
す
る
と
多
額
な

金
額
と
な
る
が
、
対
応
で
き
る
の
か
。

	

補
助
金
の
交
付
要
綱
に
一
定
の
ラ
イ

ン
を
設
け
ざ
る
を
え
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問答問答

な
い
か
。

	

補
助
金
助
成
は
高
額
と
な
り
、
除
外

さ
れ
る
活
動
も
出
て
く
る
の
で
、
そ
れ
ら

の
支
援
の
た
め
に
も
、
将
来
的
に
は
会
員

の
輸
送
と
し
て
バ
ス
を
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
で
利
用
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
検

討
し
た
い
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
の
恒
久
的
な

支
援
の
た
め
に
は
、
各
地
区
の
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
バ
ス
を
所
有
し
、

会
員
輸
送
に
活
用
さ
せ
る
考
え
は
な
い
か
。

	

27
年
度
は
補
助
金
対
応
と
し
、
28
年

度
以
降
は
、
各
地
区
の
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
専
用
バ
ス
を
配
備
し
て
、

そ
の
運
行
を
依
頼
す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

答問答

　
　

き
ら
ら
や
ウ
ェ
ル
ネ
ス
む
ら
か
み
が

運
行
す
る
バ
ス
を
他
の
地
区
に
も
備
え
、

各
種
団
体
の
利
便
性
を
確
保
す
る
考
え
は

問

ウェルネスむらかみに配備されているスポーツ振興車

家庭や職場のパソコン
でも『議会中継』を！

　24年９月の定例会からリニューアルした議会
中継。25年12月の定例会からは、ボタン式投票
も始まり、賛否の状況も画面で一目瞭然です。
　市議会のホームページで「村上市議会映像配
信」のバナーをクリックしてご覧ください。

災害発生時・発生後
の議会対応

～議会運営委員会行政視察～

　議会運営委員会では、災害が発生した場合
の議会対応について定めることにより、議会
の危機管理を確実なものにするため、1月27
～28日、宮城県仙台市と多賀城市に行政視察
を行いました。
　両市とも3.11東日本大震災では大きな被害
に見舞われました。その経験・対応の中から、
議会として発災直後にどう対応すべきか、市
の災害対策本部にどのように協力を図るのか、
いち早く復興を進めるための対応などについ
て、議会としての対応を定めています。
　特に村上市と多賀城市は、24年10月10日
に災害時における相互の応援について定めた
「災害時相互応援に関する協定」を締結してい
ます。
　村上市議会としても、速やかに対応の指針
・要領、体制等の整備を図るべきと認識しま
した。

http://www.city.murakami.lg.jp/site/shigikai/
◆村上市議会ホームページ

多賀城市での視察の様子

クリック!!
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委
員
会
の
審
査
報
告
⑴

ク
に
変
更
す
る
工
事
で
す
。
プ
ー

ル
の
営
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

維
持
し
て
い
き
ま
す
。

◆
情
報
通
信
事
業
特
別
会
計

　
　

現
在
、
山
北
・
朝
日
・
神
林

の
３
地
区
で
告
知
端
末
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
整
備
が
さ
れ
て

い
な
い
他
の
地
区
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

	

村
上
地
区
と
荒
川
地
区
の
告

知
端
末
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
今

後
検
討
さ
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す

が
、
ま
だ
そ
の
方
向
性
は
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
。

◆�

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定　
４
件

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

26
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

問答

◎
小
杉　

和
也 

○
渡
辺　
　

昌

　

鈴
木
い
せ
子 　

大
滝　

国
吉

　

冨
樫
宇
栄
一 　

佐
藤　

重
陽

　

川
崎　

健
二 　

三
田　

敏
秋

　

滝
沢　

武
司

総
務
文
教

　
常
任
委
員
会

※�
委
員
会
の
審
査
報
告
は
、
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
に
基
づ
い
て
、
広
報
特
別
委
員

会
で
作
成
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
の
審
査
報
告

◎
は
委
員
長

○
は
副
委
員
長

◆�

行
政
組
織
の
改
編
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

　
　

現
在
の
都
市
整
備
課
を
建
設

課
と
都
市
計
画
課
の
２
課
に
分
け

る
組
織
改
編
で
す
が
、
以
前
よ
り

技
術
職
の
職
員
が
足
り
な
い
こ
と

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回

の
組
織
改
編
で
は
そ
の
問
題
の
解

消
に
つ
な
が
り
ま
す
か
。

	

支
所
も
含
め
て
専
門
的
な
技

術
職
員
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
組

織
改
編
に
よ
り
、
各
支
所
の
産
業

建
設
課
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る

体
制
と
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
　

２
課
に
改
編
す
る
大
き
な
理

問答問

由
と
し
て
日
沿
道
建
設
の
推
進
体

制
の
強
化
を
挙
げ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
他
に
ど
の
よ
う
な
業
務
が
あ

り
ま
す
か
。

	

都
市
計
画
に
お
い
て
、
歴
史

ま
ち
づ
く
り
法
に
基
づ
い
た
町
並

み
整
備
な
ど
の
事
業
が
あ
り
ま
す
。

答

市
文
化
財
の
保
護
を
手
厚
く

も
の
で
す
か
。

	

勝
木
の
筥は

こ
が
た
は
ち
ま
ん
ぐ
う
し
ゃ
そ
う

堅
八
幡
宮
社
叢

の
倒
木
処
理
費
用
と
、
寺
町
の

浄
念
寺
の
崩
落
し
た
壁
の
修
復

に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
費

の
３
分
の
１
を
補
助
す
る
も
の

で
す
。

　
　

文
化
財
の
保
存
に
苦
労
さ

れ
て
い
る
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

現
行
の
制
度
で
は
保
存
修
復
が

難
し
い
場
合
も
あ
り
、
市
文
化

財
へ
の
補
助
制
度
の
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

	

年
次
計
画
で
少
し
ず
つ
保

答問答

筥
はこがたはちまんぐうしゃそう

堅八幡宮社叢（国指定天然記念物）

存
事
業
を
進
め
る
よ
う
お
願
い
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
市
全
体
の

補
助
金
制
度
に
係
わ
る
も
の
で
あ

り
、
現
在
の
制
度
の
中
で
対
応
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　

荒
川
温
水
プ
ー
ル
の
工
事
は

ど
の
よ
う
な
工
事
で
す
か
。
ま
た
、

老
朽
化
の
た
め
、
プ
ー
ル
を
閉
め

て
は
ど
う
か
と
の
意
見
も
あ
り
ま

す
が
、
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
。

	

消
防
法
の
改
正
に
伴
う
も
の

で
、
現
在
燃
料
が
地
下
タ
ン
ク
と

な
っ
て
い
る
も
の
を
地
上
式
タ
ン

問答

朝日地区の家庭に設置されている告知端末

指
定
管
理
者
と
相
談
し
な
が
ら
調

整
を
行
い
ま
す
。

　
　

教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
で
の
イ

ベ
ン
ト
の
際
の
駐
車
場
不
足
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
対
策
は

取
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

	

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
と

イ
ベ
ン
ト
が
重
な
っ
た
場
合
な
ど

は
、
県
地
域
振
興
局
の
駐
車
場
の

利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
土

・
日
に
は
村
上
桜
ヶ
丘
高
校
の
職

員
駐
車
場
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
　

今
回
の
市
文
化
財
保
存
事
業

の
補
助
金
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な

問答問

【
歳
出
】

・
教
育
費

　
　

市
直
営
の
施
設
の
多
く
で
、

電
気
料
値
上
げ
な
ど
に
よ
る
光
熱

水
費
の
不
足
分
が
追
加
補
正
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
指
定
管
理
の
施
設

で
も
、
光
熱
水
費
の
不
足
と
な
っ

て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

	

指
定
管
理
契
約
の
協
定
書
に

よ
っ
て
、
物
価
上
昇
な
ど
で
不
足

分
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
補
て

ん
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

26
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問答
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委
員
会
の
審
査
報
告
⑵

◎
本
間　

清
人 
○
板
垣
千
代
子

　

小
林　

重
平 　

長
谷
川　

孝

　

相
馬　

エ
イ 　

大
滝　

久
志

　

木
村　

貞
雄 　

小
池　
　

晃

　

板
垣　

一
徳

市
民
厚
生

　
常
任
委
員
会

◆�

村
上
市
ご
み
処
理
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

　
　

荒
川
郷
ご
み
処
理
場
の
見
通

し
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

	

市
総
合
計
画
で
は
、
現
在
の

村
上
市
ご
み
処
理
場
の
解
体
の
後
、

荒
川
郷
ご
み
処
理
場
を
解
体
す
る

計
画
で
す
が
、
か
な
り
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
た
め
、
状
況
に
よ
っ

て
は
荒
川
郷
ご
み
処
理
場
の
解
体

の
方
が
早
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

◆�

村
上
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

　
　

出
産
費
用
は
、
現
在
の
出
産

一
時
金
で
足
り
て
い
る
の
で
す
か
。

	

村
上
総
合
病
院
な
ど
か
ら
聞

き
ま
す
と
、
そ
の
金
額
の
範
囲
内

で
収
ま
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
　

出
産
育
児
一
時
金
を
39
万
円

問答問答問

か
ら
40
万
４
千
円
に
改
正
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
加
算
額
を
含
め
た
支

給
限
度
額
が
42
万
円
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
条
例
で
規
定
す
る
一
時
金

へ
の
加
算
上
限
額
を
３
万
円
か
ら

１
万
６
千
円
に
改
正
し
な
い
の
で

す
か
。

	

今
後
、
産
科
医
療
保
障
制
度

が
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
加
算
上
限
額
に
つ
い
て
は
条

例
改
正
を
行
わ
ず
、
規
則
に
規
定

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◆�
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
荒
川
い
こ

い
の
家
）

答

失
の
原
因
は
何
で
す
か
。

	

そ
の
会
社
に
委
託
し
て
い
る

バ
ス
運
行
の
際
、
２
度
に
わ
た
っ

て
事
故
を
起
こ
し
た
た
め
で
す
。

　
　

資
格
喪
失
を
決
め
た
委
員
会

は
ど
こ
で
す
か
。

	

村
上
市
入
札
契
約
手
続
運
営

委
員
会
で
、
委
員
長
は
副
市
長
で

す
。

【
歳
出
】

答問答26
年
度 

一
般
会
計
予
算

診
な
ど
の
結
果
の
通
知
と
の
説
明

で
し
た
が
、
今
回
は
補
正
予
算
で

あ
り
ま
す
が
、
年
間
で
は
ど
の
く

ら
い
に
な
り
ま
す
か
。

	

金
額
の
積
算
は
２
万
５
０
４

１
件
分
を
想
定
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
他
に
も
案
内
文
書
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
　

保
健
衛
生
総
務
費
の
新
潟
県

医
療
施
設
等
設
備
整
備
費
補
助
金

の
１
１
２
５
万
９
千
円
は
、
村
上

総
合
病
院
の
麻
酔
機
５
台
の
う
ち

３
台
を
老
朽
化
に
よ
り
入
れ
替
え

る
た
め
の
補
助
金
で
す
が
、
病
院

側
か
ら
は
い
つ
ご
ろ
要
望
が
あ
っ

た
の
で
す
か
。

	

前
年
度
の
１
月
頃
に
要
望
を

聞
き
、
こ
ち
ら
か
ら
県
に
対
し
要

望
し
ま
し
た
。

◆�

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
村
上
市
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）　
１
件

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

答問答26
年
度 

特
別
会
計
予
算

荒
川
郷
ご
み
処
理
場
の
解
体
を

・
民
生
費

　
　

市
職
員
に
は
臨
床
心
理
士
の

資
格
を
有
す
る
人
は
い
ま
す
か
。

	

臨
床
心
理
士
は
い
ま
せ
ん
。

　
　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

円
滑
化
特
別
対
策
事
業
は
、
新
規

事
業
と
し
て
各
地
区
に
窓
口
を
設

け
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

	

各
地
区
１
か
所
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
に
も

窓
口
を
設
置
す
る
の
で
す
か
。

	

相
談
し
や
す
い
場
所
と
し
て
、

社
会
福
祉
協
議
会
を
考
え
て
い
ま

す
。

問答問答問答
　
　

あ
ら
か
わ
保
育
園
の
休
日
保

育
の
利
用
実
績
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

	

当
初
想
定
し
た
人
数
よ
り
希

望
者
が
少
な
か
っ
た
た
め
で
す
。

　
　

当
初
は
ど
の
く
ら
い
の
利
用

人
数
を
見
込
ん
で
い
た
の
で
す
か
。

	

当
初
２
７
９
人
を
見
込
み
ま

し
た
が
、
現
時
点
で
40
人
程
度
の

利
用
で
す
。

・
衛
生
費

　
　

生
活
習
慣
病
予
防
対
策
経
費

の
通
信
運
搬
費
２
４
８
万
円
は
検

問答問答問

荒川郷ごみ処理場（貝附）

荒川いこいの家（関川村）

　
　

11
月
６
日
の
指
定
管
理
者
選

定
委
員
会
で
こ
れ
ま
で
の
指
定
管

理
者
が
資
格
喪
失
し
た
こ
と
に
よ

り
、
選
定
対
象
団
体
が
１
団
体
に

な
っ
た
と
あ
り
ま
す
が
、
資
格
喪

問
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委
員
会
の
審
査
報
告
⑶

◆�

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
朝
日
み
ど

り
の
里
ほ
か
７
施
設
）

　
　

朝
日
み
ど
り
の
里
に
は
、
色 

々
な
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
一
施

設
ず
つ
切
り
離
し
て
の
公
募
で
は

な
く
、
各
施
設
を
ひ
と
ま
と
め
に

し
て
の
公
募
に
限
定
さ
れ
る
の
で

す
か
。

	

管
理
条
例
が
あ
り
、
一
体
的

な
運
営
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　

指
定
管
理
料
が
上
が
っ
た
理

由
は
何
で
す
か
。

	

施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
修
繕

費
と
職
員
数
が
増
え
た
こ
と
に
よ

る
人
件
費
の
増
加
に
よ
り
ま
す
。

　
　

き
れ
い
館
（
朝
日
温
泉
活
用

健
康
増
進
施
設
）
を
切
り
離
し
て
、

民
間
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
お
客
さ
ま

を
増
や
し
、
朝
日
み
ど
り
の
里
全

体
を
に
ぎ
や
か
に
す
る
方
法
は
検

問答問答問

討
で
き
な
い
で
す
か
。

	

今
回
の
指
定
期
間
の
３
年
間

で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

◆�

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
二
子
島
森

林
公
園
）

　
　

二
子
島
森
林
公
園
の
入
込
客

数
が
年
々
減
少
傾
向
だ
っ
た
の
に
、

今
年
度
は
６
４
０
０
人
に
増
え
た

理
由
は
な
ん
で
す
か
。

	

昨
年
は
浮
桟
橋
が
水
没
し
た

た
め
入
園
者
が
少
な
か
っ
た
の
で

答問答

◎
片
野　

鉄
雄 
○
川
村　

敏
晴

　

尾
形　

修
平 　

姫
路　
　

敏

　

平
山　
　

耕 　

山
田　
　

勉

　

齋
藤
信
一
郎 　

竹
内
喜
代
嗣

経
済
建
設

　
常
任
委
員
会

市
道
認
定
の
測
量
費
は
個
人
持
ち

す
が
、
今
年
は
浮
桟
橋
を
修
繕
し

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
入
園
者
が
増
え
た
も
の
と

思
い
ま
す
。

　
　

入
込
客
数
が
２
千
人
も
増
え

て
い
る
の
に
、
使
用
料
収
入
が
減

少
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

	

今
年
度
か
ら
管
理
体
制
が
変

わ
り
、
入
園
者
全
体
を
入
込
客
数

と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
使
用
料
を
頂
い
て

い
る
の
は
サ
イ
ク
ル
ボ
ー
ト
、
バ

ン
ガ
ロ
ー
、
会
議
室
だ
け
で
、
見

問答学
の
み
で
入
園
し
た
場
合
は
無
料

で
あ
る
た
め
で
す
。

◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
　

南
町
７
号
線
は
先
が
私
道
で

す
が
、
今
後
は
市
道
認
定
を
積
極

的
に
進
め
て
い
き
ま
す
か
。

	

山
居
町
周
辺
は
、
４
年
こ
ろ

に
一
体
的
に
私
道
の
調
査
を
し
た

際
に
、
市
に
提
供
い
た
だ
い
た
私

道
は
市
道
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
市
と
し
て
積
極
的
に

市
道
認
定
を
進
め
る
か
は
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

今
回
認
定
す
る
路
線
の
測
量

費
は
、
い
く
ら
く
ら
い
で
す
か
。

問答問

	

対
象
に
な
る
か
ど
う
か
は
作

付
す
る
方
か
ら
の
申
請
で
あ
り
、

堆
肥
の
利
用
は
個
人
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
堆
肥
の
出
ど
こ
ろ
に

つ
い
て
は
資
料
が
な
い
の
で
確
認

し
て
お
き
ま
す
。

・
商
工
費

　
　

板
貝
地
区
の
公
衆
ト
イ
レ
が

ボ
ロ
ボ
ロ
に
傷
ん
で
い
ま
す
が
、

所
管
は
ど
こ
に
な
り
ま
す
か
。
ま

た
、
現
状
を
確
認
し
て
い
ま
す
か
。

	

所
管
は
商
工
観
光
課
で
す
。

海
岸
沿
い
の
た
め
腐
食
も
進
ん
で

い
て
老
朽
化
も
進
ん
で
い
ま
す
の

で
、
27
年
度
予
算
で
検
討
し
て
い

答問答

き
ま
す
。

・
土
木
費

　
　

日
本
海
東
北
自
動
車
道
の
荒

川
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
の
仮
設
ト
イ
レ

の
状
況
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

	

こ
の
ト
イ
レ
の
設
置
は
国
土

交
通
省
と
市
が
協
定
を
結
び
、
市

が
管
理
し
、
荒
川
支
所
産
業
建
設

課
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

問答

二子島森林公園の浮桟橋

荒川バスストップの仮設トイレ

	

市
道
認
定
の
場
合
、
測
量
経

費
は
当
事
者
負
担
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
経
費
に
つ
い
て
は
伺
っ

て
い
ま
せ
ん
。

【
歳
出
】

・
農
林
水
産
業
費

　
　

朝
日
地
区
と
神
林
地
区
に
あ

る
堆
肥
セ
ン
タ
ー
は
、
環
境
保
全

型
直
接
支
払
制
度
に
該
当
し
ま
す

か
。

答26
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
上
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

26
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算
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第
４
回
定
例
会 

議
決
結
果

　平成26年第４回定例会が、12月２日から17日までの16日間の会期で開催され、市長提案28件、議会側提
案の請願１件を議決し、閉会しました。

平成26年 第４回定例会 議決結果

議案審議結果
議案番号 事　　件　　名 結　果 表　決

請願第７号 国に対し「消費税10%への増税の中止を求める
意見書」の提出を求める請願書 不採択 賛成少数

報第18号 専決処分の報告について(専第29号　損害賠償　
山居町地内市道側溝蓋掛かり不良による車両損傷) 報告 －

報第19号 専決処分の報告について(専第30号　新潟県総合
事務組合規約の一部を変更する規約) 報告 －

議第133号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて（富樫勇巳：再任） 同意 全会一致

議第134号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて（佐藤弘：再任） 同意 全会一致

議第135号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて（稲葉眞知子：再任） 同意 全会一致

議題136号 専決処分の承認を求めることについて（専第31
号　村上市一般会計補正予算（第10号）） 承認 全会一致

議第137号 行政組織の改編に伴う関係条例の整理に関する条
例制定について 原案可決 賛成多数

議題138号 村上市議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部を改正する条例制定について 原案可決 賛成多数

議第139号 村上市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例制定について 原案可決 賛成多数

議第140号 村上市教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に
関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決 賛成多数

議第141号 村上市職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例制定について 原案可決 全会一致

議第142号 村上市ごみ処理施設条例の一部を改正する条例制
定について 原案可決 賛成多数

議第143号 村上市国民健康保険条例の一部を改正する条例制
定について 原案可決 全会一致

議第144号 公の施設に係る指定管理者の指定について（荒川
いこいの家） 原案可決 全会一致

議案番号 事　　件　　名 結　果 表　決

議第145号 公の施設に係る指定管理者の指定について（村上
市老人福祉センター） 原案可決 全会一致

議第146号

公の施設に係る指定管理者の指定について（朝日みどりの里・朝日まほ
ろばふれあいセンター・朝日みどりの里屋根付き多目的広場・朝日温泉
活用健康増進施設・朝日まほろば温泉スタンド・朝日みどりの里体験交
流センター・朝日みどりの里休養施設・朝日みどりの里農産物直売施設）

原案可決 賛成多数

議第147号 公の施設に係る指定管理者の指定について（二子
島森林公園） 原案可決 全会一致

議第148号 市道路線の認定について 原案可決 全会一致

議第149号 平成26年度村上市一般会計補正予算（第11号） 原案可決 賛成多数

議第150号 平成26年度村上市情報通信事業特別会計補正予
算（第3号） 原案可決 全会一致

議第151号 平成26年度村上市国民健康保険特別会計補正予
算（第１号） 原案可決 全会一致

議第152号 平成26年度村上市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号） 原案可決 全会一致

議第153号 平成26年度村上市介護保険特別会計補正予算（第
２号） 原案可決 全会一致

議第154号 平成26年度村上市下水道事業特別会計補正予算
（第２号） 原案可決 全会一致

議第155号 平成26年度村上市集落排水事業特別会計補正予
算（第２号） 原案可決 全会一致

議第156号 平成26年度村上市簡易水道事業特別会計補正予
算（第２号） 原案可決 全会一致

議第157号 平成26年度村上市上水道事業会計補正予算（第
１号） 原案可決 全会一致

議第158号 平成26年度村上市一般会計補正予算（第12号） 原案可決 全会一致

※１　可決　：　全員賛成または賛成多数により可決、同意、承認、認定、採択等と議決したもの
　　　否決　：　賛成少数または賛成なしにより否決、不採択等と議決したもの
※２　議長は地方自治法第116条の規定により表決に参加しません。
※３　小林重平議員は欠席したため表決に参加しませんでした。

議案番号

議決
結果
※１ 鷲ヶ巣会 清流会 市民クラブ 日本

共産党
市政
クラブ 高志会 凛政の風

村上未来
賛否
結果

特　
　

記

◎ ＊ ※2 ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊

賛　
　

成

反　
　

対

大
滝　

久
志

鈴
木
い
せ
子

板
垣　

一
徳

片
野　

鉄
雄

山
田　
　

勉

大
滝　

国
吉

木
村　

貞
雄

渡
辺　
　

昌

三
田　

敏
秋

平
山　
　

耕

小
林　

重
平

川
崎　

健
二

滝
沢　

武
司

冨
樫
宇
栄
一

小
池　
　

晃

本
間　

清
人

相
馬　

エ
イ

竹
内
喜
代
嗣

川
村　

敏
晴

小
杉　

和
也

佐
藤　

重
陽

尾
形　

修
平

齋
藤
信
一
郎

長
谷
川　

孝

姫
路　
　

敏

板
垣
千
代
子

請願第７号 否決 × ○ － × × × × × × ○ ※３ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × × × × × × ○ 9 15
議第137号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※３ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 1
議第138号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※３ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22 2
議第139号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※３ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22 2
議第140号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※３ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22 2
議第142号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 23 1
議第146号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※３ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 1
議第149号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※３ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22 2

◎：会派の代表者　＊：会派の会計責任者　
各議員の賛否 賛否が分かれた等の上表の網掛けの議案等について、議員の賛否を公表します。
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第
４
回
定
例
会 

議
決
結
果

請 願 の 審 議 結 果
件　　　　　名 請　　　願　　　者 紹介議員の氏名 付託委員会 審議結果

国に対し「消費税10％への増税の中止
を求める意見書」の提出を求める請願書

消費税廃止新潟県各界連絡会
� 代表　渡　部　睦　夫 竹内喜代嗣 総 務 文 教

常任委員会 不採択

 ※請願は本会議で採決が行われ、全会一致または賛成多数の場合、採択されます。

陳 情 の 審 査 結 果
件　　　　　名 陳　　　情　　　者 所属委員会 審査結果

市営山辺里グラウンド（ゲートボール場）
改修・整備促進を求める陳情

村上ゲートボール連盟
� 会長　南　波　　康　二
� 外　村上ゲートボール連盟会員57名

総務文教常任委員会 願意了承

 ※陳情は所管常任委員会の協議会で審査され、常任委員全員が願意を了承しなければ、願意了承になりません。

『請願第７号 国に対し「消費税10％への増税の中止を
求める意見書」の提出を求める請願書』に対する討論
　請願第７号は、10％への消費税増税が「住民の暮らし、地域経済、地方自治体に深刻な打撃を与える」として、
その中止を求める意見書を政府に提出することを求める請願です。
　定例会最終日、この請願に対し反対１人、賛成１人の討論が行われ、採決の結果、請願第７号は賛成少数で不採
択と決定しました。

　　　　　相馬　エイ賛成討論
　安倍政権は、消費税10％増税を先送りしても実施すると明言しました。「消費税が10％に増税されれば店を閉め
るしかない」「これ以上、どこを切り詰めて暮らせばいいのか」と切実な声が高まっています。「社会保障のため」
と言いながら医療も年金も連続削減、「財政再建のため」と言いながら大企業に大減税。消費税は低所得者ほど重
い税金です。国民の消費はさらに落ち込み、地域経済は大打撃を受けます。きっぱり中止すべきです。

　　　　　片野　鉄雄反対討論
　私は小さな政府にして、できるだけ税金は安くすべきと考えます。必要なことは民間活力を引き出す実効性ある
成長戦略と経済成長によってＧＤＰ（国内総生産）を増やし、債務残高の比率を縮小すること。ＧＤＰの約６割を
占める個人消費の活性化を促すために消費税の廃止ではなく、消費税を５％に引き下げることが大切です。請願者
は民間活力を引き出すためにも企業を育て、企業家を大切にする配慮に欠けるのではないかと思います。

人権擁護委員の方が決まりました
次の方が推薦され、議会で同意されました。

富
と

　樫
がし

　勇
いさ

　巳
み

　氏（村上地区・再任）　　　佐
さ

　藤
とう

　　　弘
ひろし

　氏（村上地区・再任）

稲
いな

　葉
ば

　眞
ま

知
ち

子
こ

　氏（村上地区・再任）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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常
任
委
員
会
の
行
政
視
察

　村上市議会では、毎年常任
委員会が行政視察研修を行っ
ています。

先 進 地
視察レポート

委員会と視察日 視　　察　　先 視　　　察　　　内　　　容

総務文教常任委員会
（10月20～22日）

岡山県津山市 国指定文化財の保存整備について

広島県大竹市 小中一貫教育について、定住促進対策について

市民厚生常任委員会
（11月４～６日）

東京都奥多摩町 人口減少問題について、若手支援について

神奈川県伊勢原市 子どもの成長に応じた相談支援機能の充実（児童相談センターの設置）について

神奈川県小田原市 アクティブシニア応援ポイント事業について、徘徊認知症高齢者探索サービスについて

経済建設常任委員会
（10月14～16日）

長野県川上村 気候、風土を生かした高原野菜の生産による村づくりについて

千葉県銚子市 洋上風力発電設置に伴う効果と課題について

㈱ウィンド・パワー（茨城県神栖市） 洋上風力発電設置に伴う効果と課題について

総
務
文
教
常
任
委
員
会

地
域
活
性
化
と

�

町
並
み
保
存

市
民
厚
生
常
任
委
員
会

子
の
成
長
に
応
じ
た

相
談
支
援

　

津
山
城
下
の
出
雲
街
道
沿
い
に

商
家
町
と
し
て
繁
栄
し
た
城
東
地

区
は
、
商
家
や
町
割
り
な
ど
往
時

の
姿
を
よ
く
と
ど
め
、
25
年
に
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
伝

建
）
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
物
の
修
理
や
保
存
へ
の
市
独

自
の
補
助
金
制
度
な
ど
、
市
が
先

頭
と
な
っ
て
の
20
年
以
上
に
わ
た

る
町
並
み
保
存
事
業
へ
の
取
り
組

み
、
ま
た
、
市
担
当
者
の
「
町
の

活
性
化
な
く
し
て
文
化
遺
産
を
後

世
に
繋
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

の
言
葉
が
印
象
的
で
あ
り
、
参
考

と
な
る
も
の
で
し
た
。

　

伊
勢
原
市
で
は
「
み
ん
な
で
子

育
て
を
支
え
あ
う
ま
ち
を
作
る
」

こ
と
を
目
標
に
、
地
域
ぐ
る
み
で

子
育
て
を
応
援
。
主
に
発
達
相
談
、

家
庭
環
境
に
関
す
る
相
談
、
児
童

虐
待
な
ど
の
相
談
に
対
応
し
て
い

ま
す
。

　

生
後
間
も
な
い
乳
幼
児
虐
待
、

幼
児
虐
待
、
保
育
園
児
の
子
育
て
、

小
中
学
生
の
い
じ
め
や
不
登
校
、

友
人
関
係
、
対
人
関
係
、
そ
し
て

保
護
者
の
悩
み
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
に
対
し
、
福
祉
と
教
育
が
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
は
、
よ
り

一
層
の
効
果
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

海
岸
か
ら
50
ｍ
ほ
ど
を
桟
橋
で

行
き
来
で
き
る
風
車
15
基
（
総
出

力
30
Ｍ
Ｗ
）
が
整
然
と
並
び
、
強

風
に
翼
を
回
転
さ
せ
て
い
る
姿
は
、

見
る
者
を
圧
倒
し
ま
す
。

　

㈱
ウ
ィ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
で
の
社

屋
は
風
車
の
す
ぐ
近
く
の
鉄
骨
プ

レ
ハ
ブ
造
り
で
し
た
が
、
風
車
の

風
音
や
振
動
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
で
毎
日
勤

務
し
て
い
る
社
員
に
健
康
被
害
は

全
く
な
く
、
羽
音
や
低
周
波
な
ど

に
対
す
る
苦
情
は
発
生
し
て
い
な

い
と
の
こ
と
で
す
。
地
元
発
展
や

電
力
安
定
供
給
の
必
要
性
を
実
感

し
ま
し
た
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

地
元
発
展
に

�

洋
上
風
力
発
電
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イ
ン
タビ ュー

広報特別委員会委員が
　おじゃましました！

〒
958－

8501 新
潟
県
村
上
市
三
之
町
１
番
１
号

T
EL/FA

X
  0254－

53－
3219（

直
通
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
アド
レス
　
http://www.city.murakami.lg.jp/site/shigikai/

メールアドレス
  gikai@

city.m
urakam

i.lg.jp

発
行
／
新
潟
県
村
上
市
議
会

発
行
責
任
者
／
議
会
議
長
　
板
垣
一
徳

2015.２
.15発

行
第
34号

む
ら
か
み
市
議
会
だ
よ
り 自転車のイベントで観光PRを

加藤　光也さん（碁石）

　これまで東京都内で革工房を構え、バッグや小物などの
製作・販売を行ってきましたが、工房が手狭になったこと
や結婚するのを機に、実家のある山北にも工房を構えて製
作の拠点とするため、地元に戻って来ました。
　私は以前より、海や山などの山北の美しい自然を生かし
て、故郷を活性化できないか考えてきました。
　そのためのアイデアの１つが、私の趣味である自転車と
観光を結びつけるイベントの開催です。笹川流れの美しい
海岸線は三十数㎞にわたって信号機もなく、風光明媚でと

ても走りやすいコースであり、関東方面からもサイクリス
トを呼び込むことができる十分な魅力を持っています。こ
の地域の素晴らしい資源をもっとPRすべきです。また、
笹川流れには多くの民宿もあり、地域振興にも結び付くの
ではないでしょうか。
　今後は、地域で頑張っている方たちと横の繋がりを持っ
て、この地域を元気にしていければと思っています。

　

今
号
表
紙
の
小
正
月
行
事
は
、
左
義
長
、
賽さ
い

の
神
、

ど
ん
ど
焼
き
等
呼
び
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
現
在

で
も
多
く
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
伝
統
行
事
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
地
域
で
長
年
続
け
ら

れ
て
き
た
季
節
ご
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
の
継
続
が

難
し
い
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
地
域
活
性

化
の
た
め
に
伝
統
行
事
を
見
直
す
取
り
組
み
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
後
、
地
域
な
ら
で
は
の
「
宝
」

を
守
る
動
き
が
広
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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代
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�
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辺　
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敏　
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広
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特
別
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編

集

後

記

おかあさんがジェスチャーして教えてくれた
矢田　ロサリーさん（葛籠山）

　こんにちは、私は矢田ロサリーです。母国はフィリピン
で13年前に日本に来ました。夫とは新潟市で出逢い、
2003年に結婚し葛籠山に住んでいます。保育園に通う４
歳の男の子がいます。
　村上は住みやすいところで、近所からは野菜などをいた
だきありがたいです。豆腐や納豆など最初は食べられませ

んでした。母が身振り手振りで、いろいろなことを教えて
くれました。
　友人から、「介護の資格があると今後に活きる」と誘われ、
昨年新発田市まで通い介護の資格を取りました。現在、小
規模多機能型居宅介護施設で働いています。介護の仕事は
働きがいがありますが、夜勤は大変です。
　今は母に助けられていますが、今後出産したときの不安
があります。母国の親が長期滞在できるような制度があれ
ば嬉しいです。

2/10日 ㈫ 請願・陳情の提出期限（正午まで）
24日 ㈫ 定例会初日（本会議）
25日 ㈬ 代表質問（本会議）

27,3/2,3,4日 ㈮,㈪
㈫,㈬ 一般質問（本会議）

5,9,10日 ㈭,㈪
㈫ 　 一般会計予算審査特別委員会

11日 ㈬ 総務文教常任委員会
12日 ㈭ 市民厚生常任委員会
13日 ㈮ 経済建設常任委員会
16日 ㈪ 一般会計予算審査特別委員会
19日 ㈭ 定例会最終日（本会議）

＊この日程は変更されることがあります。
＊開会時間は午前10時です。

平成27年
第１回定例会のお知らせ（予定）
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